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最後に本研究を綜合し常圧下徐熱徐冷法1'C比べた他法の結果を要約すると，
(イ ) 窒素気流中の賦活法のものは硬度， 吸着力とも殆んど変りなし。
(ロ 〕 茨酸ガス中賦j司法のものは硬度，吸着力とも劣る。
やす 水蒸気中賦活法のものは硬度，吸着カとも遥かに劣る。
(ニ 〕 徐熱意�(令賦活法のものは吸着力は殆んど等しいが硬度は可成り優る。
(ホ) 急;熱急:冷賦活法のものは硬度，吸着力ともに優れ特に硬度に於いて著しい!二昇を示す。
〔附記〕 活性炭素の製造研究は筆者が在職せる三共活性炭欲式会社の創立当時， 行われたもので為るが当時
Iì.製造企画に多忙を極め， 未発表のまLになってゐたもので為る。
(盟) 粒版活性用炭の硬度に及ぼす仕上乾燥温度
の影響に就いて
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溶剤回牧用安の硬度が工業的利用に当り実際問題として甚はだ重要な性質でるる事は前報(II)
で記述した。 本報は此の硬度の11JJ題に関し前報i亡。読いで調査された結果であって製造工程に於け
る最後の段階でるる仕上乾燥温度が硬度に又吸着力に何等か影響主及ぼナにるらざるやに対し行
われた実験でるる。
費 験 の 部
試料は前報(1)の如き製造俵件で蒸煮，艦過，芯粒， 予備乾燥，賦活倍焼したもりを稀塩酸洗，
水洗したものより各々50c.c. 採り共図の女r1き乾燥装置で乾燥温度を揖氏120度， 150度， 170 
度， 200度， 230度， 260度の六通りにし時間を乾燥恒量に主主:ナる点， 一時間とし，乾燥熱空気の
流速は一分間1役立とした。装置の略図は弐coj邑りである。
先十除!塞瓶(ム)を通り実
験用小型選風器(B)より主主
ら れ た空気は圧力調整大瓶
(C)，流量計(D)， 及び
燥瓶(E)を経てプンゼン燈
でで、熱せちれたラツサ-コン氏
過熱蒸案気[装置(F)により趨
当の湿度に加熱され硝子導昔管手により(G)t.な主るy水k銀惑
暖計計-を持入された枝付付.試験昔管:中を遁り一定の温度を示
してワコL括性茨居を有ナる硝子製乾燥管(H)の上部よ
D導入され下端よb去るO乾燥管管2は内径2.4糎，長さ
20糎の図の如き円筒型で下方を内怪0.6糎，長さ3糎
に絞ヲたもので活性安居は底部にある細い硝子棒で作
られた螺旋kに置かれている。
以上の抜作により乾燥された各試料につき硬度及び
吸着力を測定した実験例の一つを掲げると:9Cの通bでるる。
ム宣告品→
乾燥溜度|時間|硬度|吸着力(ベンゼシ〉
CC) I (時) I (%) I (xjm x 100) 
120 87 62.7 
150 88 62.3 
170 85 64.6 
200 86 63.9 
230 87 63.2 
62.9 260 87 
とれを図示すれば，
fbf合ス、数の鎚Uriにおける波際につL、て
L'" ( 1i吏 it ) ー勺二二二ごと 二二土二二
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本実験により製品の仕上乾燥温度は硬度及び、吸着カには何等の影響を及ぼさぬ事が確かめられ
た。
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屠流域にたける液脱D研究は従来少〈ない。とれらは主として種々の液体の液膜の厚さを求め
ている。所がKirkbrideωは液膜の厚さを研究中(He) 8 以tより膜内に波動を生やる事を発
見した。Fallah. Hunter及びNash (2)もとの波動を(Re) 200 以上で現れる事を認めた。 その
後s. J. Fr ie dman 及び c. O. M i lle r (め は (Re) 20-30 に相当する点にて流動機構が変化す
る事を見出し， この紙惑をご準屠流と名やけた。
筆者はかLる特異現象をとりあげ低レイノルズ数範囲の液践の性質を調べ， 居流の理論式に合
致したい流動機構の存在を検討し，併せてかLる流動機構の生やる境界点について調ペて見た。
以下理論式の誘導及実験値を述ぷる('1:当り符号をさたの如〈定める。
r (gr/sec2• cm) 管壁面より dおなる居の内外に作用する勇断底力
旬 (cm/sec) 管壁画よりお怠る距離の点にjなける液践の速度
仇 (cm/sec) 液膜の王子均速度
Um (cm/sec) 液膜の最大速度
ρ 〔ポイズ〕 液肢の絶対粘 度
ρ (gr/cm:勺 液膜の密度
9 (cm/sec勺 重力の加速度
m (cm) 液膜の厚さ
Q (c.c./sce.cm) 管周lcm当りの毎秒流出量
(Re) レイ ノルズ数
f ファンニングの摩擦係数
暦流域内 の 液摂理論
